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～みんなにとって、気持ち（居心地）のよい学校、笑顔あふれる学校にしよう～
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多くの子ども達が、太鼓の音に合わせて、体や指な
給食の献立を考えることで、給食に対する関心を高 どでリズムを取りながら演奏を楽しんでいました。

め、理解を深めてもらおうと、今年度も鳥栖市学校給 また、演奏の合間に、子ども達の参加型ワークショ
食センター主催の「給食献立募集（コンクール）」が ップも行っていただきました。９名の子ども達がステ
ありました。テーマは、「元気いっぱい！秋・冬に食 ージ上で太鼓を叩き、それに合わせて、フロアーの子
べたい給食の献立」です。 ども達が手拍子で応えていました。和太鼓の力強い響
麓小学校からは、６年１組の小山南海さんが考えた きに子ども達は感動していました。

献立が選ばれました。献立の内容は、「鮭の塩焼き、
きんぴらごぼう、豚汁、ご飯、牛乳」です。この献立
のおすすめのポイント
は、秋の食べ物を使っ
たことだそうです。
１０月１３日（木）、

この給食を本校の子ど
も達が食べる日に合わ
せて、学校給食センタ
ー長さんと調理員さん 夢源の皆様による演奏 和太鼓を叩く子ども達
方にお越しいただき、
教室で表彰していただ
きました。 小山さんが考えた給食

１０月３１日（月）と１１月２日（水）の２日間、
麓小学校の屋上において、６年生の子どもとその保護
者１名を対象に、天体望遠鏡２台を使い、「月のクレ

１０月２５日（火）、５年生と６年生の子ども達は、 ーター観察」を行いました。麓小学校での天体観測は
地域の方からお借りしている田んぼで、稲刈りを体験 初めての試みでしたが、学級ごとに時間をずらしなが
することができました。地域の方やＪＡの方に稲の刈 ら多くの皆様にお越しいただくことができました。親
り方について分かりやすく教えていただいた後、子ど 子での月のクレータ
も達は、鎌を手に、稲を刈り始めました。次第に鎌の ーの観察は、６年生
使い方に慣れ、刈り取ったたくさんの稲は、抱えてコ の思い出の一つにな
ンバインまで運び、脱穀してもらいました。 ったのではないかと
収穫した米は、５年生の 思います。

子ども達が一人一人持って 天体望遠鏡での観
帰りますので、ご家庭で美 察の順番を待ってい
味しくいただいて下さい。 る間は、新鳥栖駅や

鳥栖の街など、屋上
から見える綺麗な夜
景を楽しむことがで
きたようでした。 麓小の屋上での月の観察

１１月６日（日）、鳥栖市役所において、「鳥栖市
青少年育成市民会議研究大会」が開催され、６年１組
の百田悠眞さんが、麓小学校を代表して、自分の今の

稲刈りをする子ども達 稲を運ぶ子ども達 思いを書いた作文を発表してくれました。
題名は、「大好きな福島のじいちゃんへ」です。多

くの人がいる前で、
堂々と発表すること
ができました。
１１月２５日（金）

１０月２７日（金）、鳥栖市文化事業協会の企画で、 の給食の時間の放送
４年生の子ども達を対象に、体育館でアウトリーチ（訪 で、百田さんの発表
問演奏）をしていただきました。今年度は、福岡を拠 を、全校の子ども達
点として活動されている和太鼓ユニット「夢源（むげ が聴くことができま
ん）」の５人の方々にお越しいただき、和太鼓や琴、 した。発表後、どの
笛などでの演奏を披露してもらいました。 教室からも大きな拍

手が聞こえてきました。 堂々と発表する百田さん
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６年生が考えた給食献立

アウトリーチ【４年】

～心と身体に響く和太鼓の世界～

青少年育成作文発表


